
発生場所

洗面所・浴室

精神・意識障害の有無 リスク

発生場所（その他）

発生内容の分類

転倒

発生内容

車椅子（狭小車椅子 LAC レボ）による転倒

事例番号507

有

Ｄ. スタッフによる物の不適切な使用・

利用・選択・設置・確認不足によるリス

ク

関連したもの

車椅子

参照

0507
公益財団法人日本医療機能評価機構 認定病院患者安全推進協議会

施設・環境・設備安全部会

概要

デイサービス利用中、機械浴にて入浴後、介助者2名でシャワーチェアから患者持参の車椅子に移動、入浴係であっ

た介助者1名は他患者の入浴のためその場を離れた。着替えの係の介助者1名が患者の足が斜めになっているのを発見

し、患者の座位姿勢が悪いと判断したため、整えようと1名で車椅子ストッパーを止めていないまま、患者の両足を

挙上した。患者の使用していた車椅子の背面には転倒防止バーがついていたが、送迎車の昇降時に邪魔になるため、

上向きにあげられていた。車椅子の重心が後ろへ行き、患者ごと後方へ転倒。後頭部を打撲、その場にいたスタッフ

数人で抱え上げたところ、後頭部から出血あり。バイタル確認、呼びかけに対し、反応なし。救急外来搬送し入院と

なった。

要因

車椅子ストッパーを止めていないまま、両足を挙上した。患者の使用していた車椅子の背面には転倒防止バーがつい

ていたが、送迎車の昇降時に邪魔になるため、上向きにあげられていた。患者も右麻痺があることから、自力での座

位保持は困難であり、転倒しやすいと考える。そのため本来2名で介助となっていたところを、1名で実施しようとし

たこと、車椅子のストッパー、背面の転倒防止バーをかけずに実施してしまったことなど、決められた介助方法が守

られていなかったことが重なり、転倒につながったものと考えられる。

対策

操作マニュアルを作成し、勉強会を開催した。車椅子を購入、レンタルする際に患者の体格を考慮した車

椅子の選択をするよう家族指導を行った。
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車椅子の後方にストッ

パーが着いている。


